
事 務 連 絡 

平成２９年２月２日 

 

 （公社）岡山県医師会 

 （一社）岡山県病院協会    御中 

   

              岡山県保健福祉部健康推進課 

 

 

麻しん及び風しんの定期接種（第２期）対象者に対する積極的な接種 

勧奨並びにワクチンの供給等について（依頼） 

 

 このことについて、厚生労働省から別添のとおり事務連絡がありました。 

各保健所・保健所支所から周知を図ることとしておりますが、貴会におかれましても、

御了知・御協力いただくととともに、会員への周知についてよろしくお願いします。 

また引き続き、定期接種の確実な実施のため、特段の御配慮をいただきますよう、よ

ろしくお願いします。 

 なお、本通知は、「岡山県保健福祉部からの医療安全情報等のお知らせ」にてご覧にな

れます。 

 

記 

 
 

  

 岡山県保健福祉部からの医療安全情報等のお知らせ 

   http://www.pref.okayama.jp/hoken/hohuku/tuuchi/top.htm 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岡山県保健福祉部健康推進課感染症対策班

  〒700-8570 岡山市北区内山下2-4-6

    Tel.086-226-7331

             Fax.086-225-7283



 

事 務 連 絡 

平成２９年１月２７日 

 

 

各都道府県衛生主管部（局） 御中 

 

厚 生 労 働 省 健 康 局 健 康 課 

                     

麻しん及び風しんの定期接種（第２期）対象者に対する積極的な接種勧奨並びにワクチン

の供給等について（依頼） 

 

 麻しん及び風しんの流行予防等の観点から、未接種対象者が小学校就学前の本年３月 31

日までに接種を受け、接種率が目標（95％）に到達することが非常に重要です。 

平成 28 年度上半期の標記対象者に対する全国の接種率は 59.0％（平成 27 年度上半期は

57.7％ 別添１及び別添２参照）となっております。 

 

未接種対象者及びその保護者に対しては、これまでも「麻しん及び風しんの定期接種（第

２期）対象者に対する積極的な勧奨等について（依頼）」（平成 28 年９月１日付け健健発 0901

第１号、健感発 0901 第１号厚生労働省健康局健康課長、結核感染症課長通知）などにより

積極的な勧奨を依頼してきておりますが、貴職におかれては、引き続き未接種対象者並びに

その保護者に対する情報提供及び積極的な接種勧奨の協力方について、特段の御配意をお願

いしたくよろしくお取り計らい願います。 

 

なお、乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチン（以下「ＭＲワクチン」という。）について

は、継続して一定の出荷がなされており、現時点においても、全国的な不足は生じない見込

みです（別添３参照）。そのため、ＭＲワクチンの供給については、「麻しんの広域的発生

に伴う乾燥弱毒生麻しん風しん混合ワクチンの供給に係る対応について」（平成 28 年９月

９日付け厚生労働省健康局健康課、結核感染症課事務連絡）に記載のとおり取組を進めてい

ただいておりますが、それに加え、下記についても取組をお願いしたいので、貴都道府県に

おいては、定期接種の実施主体である市区町村、医療機関等及び関係者に対し、周知及び協

力の要請をしていただくとともに、必要な対応方よろしくお取り計らい願います。 

 

記 

 

１．ＭＲワクチンの偏在等が懸念される場合には、市区町村は、関係者と連携の上、管内

の医療機関におけるＭＲワクチンの在庫状況の把握に努めるとともに、偏在等を確認し

た場合には、卸売販売業者等関係者との情報の共有、未接種対象者からの問い合わせに

対する在庫を有する医療機関の紹介等の適切な措置をとること。 

 

２．各都道府県は、管内市区町村の１に掲げる取り組みを支援するとともに、卸売販売業

者等関係者との積極的な連携を含む必要な対応を行い、偏在等の解消に努めること。 
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2016年4月1日～2016年9月30日
95％以上 90～95％未満 80～90％未満 70～80％未満 70％未満

No. 都道府県 第2期
59.0

1 北海道 52.5
2 青森県 57.3
3 岩手県 65.2
4 宮城県 54.1
5 秋田県 61.2
6 山形県 59.2
7 福島県 61.0
8 茨城県 61.2
9 栃木県 61.0

10 群馬県 66.8
11 埼玉県 58.9
12 千葉県 63.2
13 東京都 57.2
14 神奈川県 57.7
15 新潟県 59.9
16 富山県 64.5
17 石川県 68.6
18 福井県 64.6
19 山梨県 55.8
20 長野県 63.5
21 岐阜県 63.3
22 静岡県 58.4
23 愛知県 65.8
24 三重県 66.3
25 滋賀県 66.8
26 京都府 55.0
27 大阪府 54.8
28 兵庫県 55.5
29 奈良県 58.7
30 和歌山県 63.8
31 鳥取県 59.9
32 島根県 64.1
33 岡山県 59.6
34 広島県 58.4
35 山口県 60.4
36 徳島県 60.0
37 香川県 65.2
38 愛媛県 59.2
39 高知県 51.9
40 福岡県 53.5
41 佐賀県 63.4
42 長崎県 57.3
43 熊本県 53.2
44 大分県 57.4
45 宮崎県 54.1
46 鹿児島県 59.6
47 沖縄県 56.7

厚生労働省健康局健康課、国立感染症研究所感染症疫学センター
※　各接種率は、小数点第二位以下を四捨五入

総合表　都道府県別麻しんワクチン接種率　2016年度中間評価　接種対象群別結果一覧

合計
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2016年4月1日～2016年9月30日
95％以上 90～95％未満 80～90％未満 70～80％未満 70％未満

No. 都道府県 第2期
59.0

1 北海道 52.5
2 青森県 57.3
3 岩手県 65.2
4 宮城県 54.1
5 秋田県 61.2
6 山形県 59.2
7 福島県 61.0
8 茨城県 61.2
9 栃木県 61.0

10 群馬県 66.8
11 埼玉県 58.9
12 千葉県 63.2
13 東京都 57.2
14 神奈川県 57.7
15 新潟県 59.9
16 富山県 64.5
17 石川県 68.6
18 福井県 64.6
19 山梨県 55.8
20 長野県 63.5
21 岐阜県 63.3
22 静岡県 58.4
23 愛知県 65.8
24 三重県 66.3
25 滋賀県 66.8
26 京都府 55.0
27 大阪府 54.8
28 兵庫県 55.5
29 奈良県 58.7
30 和歌山県 63.8
31 鳥取県 59.9
32 島根県 64.1
33 岡山県 59.6
34 広島県 58.4
35 山口県 60.4
36 徳島県 60.0
37 香川県 65.2
38 愛媛県 59.2
39 高知県 51.9
40 福岡県 53.5
41 佐賀県 63.4
42 長崎県 57.3
43 熊本県 53.2
44 大分県 57.4
45 宮崎県 54.1
46 鹿児島県 59.6
47 沖縄県 56.7

厚生労働省健康局健康課、国立感染症研究所感染症疫学センター
※　各接種率は、小数点第二位以下を四捨五入

総合表　都道府県別風しんワクチン接種率　2016年度中間評価　接種対象群別結果一覧

合計



総合表　都道府県別麻しんワクチン接種率　2015年度中間評価　接種対象群別結果一覧

2015年4月1日～2015年9月30日
95％以上 90～95％未満 80～90％未満 70～80％未満 70％未満

No. 都道府県 第2期
57.7

1 北海道 48.6
2 青森県 56.0
3 岩手県 61.5
4 宮城県 52.6
5 秋田県 59.6
6 山形県 60.7
7 福島県 60.7
8 茨城県 59.4
9 栃木県 62.1

10 群馬県 66.3
11 埼玉県 57.1
12 千葉県 60.5
13 東京都 55.1
14 神奈川県 54.9
15 新潟県 61.6
16 富山県 62.7
17 石川県 67.1
18 福井県 64.5
19 山梨県 56.1
20 長野県 64.1
21 岐阜県 64.5
22 静岡県 58.1
23 愛知県 65.4
24 三重県 66.2
25 滋賀県 63.9
26 京都府 56.5
27 大阪府 52.6
28 兵庫県 52.5
29 奈良県 58.3
30 和歌山県 63.4
31 鳥取県 59.5
32 島根県 66.5
33 岡山県 56.3
34 広島県 60.2
35 山口県 56.3
36 徳島県 59.0
37 香川県 64.0
38 愛媛県 58.7
39 高知県 50.6
40 福岡県 53.1
41 佐賀県 61.7
42 長崎県 56.4
43 熊本県 55.8
44 大分県 55.3
45 宮崎県 52.9
46 鹿児島県 58.0
47 沖縄県 55.1

厚生労働省健康局健康課、国立感染症研究所感染症疫学センター
※　各接種率は、小数点第二位以下を四捨五入
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2015年4月1日～2015年9月30日
95％以上 90～95％未満 80～90％未満 70～80％未満 70％未満

No. 都道府県 第2期
57.7

1 北海道 48.6
2 青森県 56.0
3 岩手県 61.5
4 宮城県 52.6
5 秋田県 59.6
6 山形県 60.7
7 福島県 60.7
8 茨城県 59.4
9 栃木県 62.1

10 群馬県 66.3
11 埼玉県 57.1
12 千葉県 60.5
13 東京都 55.1
14 神奈川県 54.9
15 新潟県 61.6
16 富山県 62.7
17 石川県 67.1
18 福井県 64.5
19 山梨県 56.1
20 長野県 64.1
21 岐阜県 64.5
22 静岡県 58.1
23 愛知県 65.4
24 三重県 66.2
25 滋賀県 63.9
26 京都府 56.5
27 大阪府 52.6
28 兵庫県 52.5
29 奈良県 58.3
30 和歌山県 63.4
31 鳥取県 59.5
32 島根県 66.5
33 岡山県 56.3
34 広島県 60.2
35 山口県 56.3
36 徳島県 59.0
37 香川県 64.0
38 愛媛県 58.7
39 高知県 50.6
40 福岡県 53.1
41 佐賀県 61.7
42 長崎県 56.4
43 熊本県 55.8
44 大分県 55.3
45 宮崎県 52.9
46 鹿児島県 58.0
47 沖縄県 55.1

厚生労働省健康局健康課、国立感染症研究所感染症疫学センター
※　各接種率は、小数点第二位以下を四捨五入

総合表　都道府県別風しんワクチン接種率　2015年度中間評価　接種対象群別結果一覧

合計



平成28年度 （参考）平成27年度
No. 都道府県名

1 北海道 52.5 48.6
2 青森県 57.3 56.0
3 岩手県 65.2 61.5
4 宮城県 54.1 52.6
5 秋田県 61.2 59.6
6 山形県 59.2 60.7
7 福島県 61.0 60.7
8 茨城県 61.2 59.4
9 栃木県 61.0 62.1

10 群馬県 66.8 66.3
11 埼玉県 58.9 57.1
12 千葉県 63.2 60.5
13 東京都 57.2 55.1
14 神奈川県 57.7 54.9
15 新潟県 59.9 61.6
16 富山県 64.5 62.7
17 石川県 68.6 67.1
18 福井県 64.6 64.5
19 山梨県 55.8 56.1
20 長野県 63.5 64.1
21 岐阜県 63.3 64.5
22 静岡県 58.4 58.1
23 愛知県 65.8 65.4
24 三重県 66.3 66.2
25 滋賀県 66.8 63.9
26 京都府 55.0 56.5
27 大阪府 54.8 52.6
28 兵庫県 55.5 52.5
29 奈良県 58.7 58.3
30 和歌山県 63.8 63.4
31 鳥取県 59.9 59.5
32 島根県 64.1 66.5
33 岡山県 59.6 56.3
34 広島県 58.4 60.2
35 山口県 60.4 56.3
36 徳島県 60.0 59.0
37 香川県 65.2 64.0
38 愛媛県 59.2 58.7
39 高知県 51.9 50.6
40 福岡県 53.5 53.1
41 佐賀県 63.4 61.7
42 長崎県 57.3 56.4
43 熊本県 53.2 55.8
44 大分県 57.4 55.3
45 宮崎県 54.1 52.9
46 鹿児島県 59.6 58.0
47 沖縄県 56.7 55.1

合計 59.0 57.7

年度別麻しん風しんワクチン接種率 （参考）



ＭＲワクチンの需給実績及び見込み
（平成２８年１２月～平成２９年５月）

（別添３）

（注）
• 上図は、現在流通している全社製品分を合算した状況であり、平成２８年１２月分は実績、その他の月分は見込みの状況を示す。

• 「月末在庫量」とは、当月に必要量を医療機関に納入した結果として、流通過程上に存在すると考えられる在庫量（出荷判定済の
製品であって、まだ医療機関に納入されていない製品の在庫量）をいい、医療機関に納入済で未接種分の在庫（医療機関におけ
る在庫）は含まない。当月の月末在庫量は、前月の月末在庫量に、当月中に製造販売業者において新たに出荷判定がなされる
予定量を加えたものから、当月に推定される医療機関納入量を減算して得られる。

（
万
本
）
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